
新学習指導要領（平成２０年３月２８日告示） 

―図書館関係抜粋― 

 

 

【総則】 

（小学校） 

  第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 

  ２．以上のほか、次の事項に配慮するものとする。 

 

  （10）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童の主体的、意欲的な

学習活動や読書活動を充実すること。 

 

（中学校） 

  第４ 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 

  ２．以上のほか、次の事項に配慮するものとする。 

 

  （11）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童の主体的、意欲的な

学習活動や読書活動を充実すること。 

 

   ＝新設＝ 

  （13）生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文

化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するも

のであり、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意するこ

と。その際、地域や学校の実態に応じ、地域の人々の協力、社会教育施設や社会

教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うようにすること。 

 

【国語】 

（小学校） 

  第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

   １．指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

 

    （２）第２の各学年の内容の「Ａ話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」、「Ｃ読むこと」

及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に示す事項については、相

互に密接に関連付けて指導するようにするとともに、それぞれの能力が偏りなく

養われるようにすること。その際、学校図書館などを計画的に利用しその機能の

活用を図るようにすること。また、児童が情報機器を活用する機会を設けるなど

して、指導の効果を高めるよう工夫すること。 

 

  （５）第２の各学年の内容の「Ｃ読むこと」に関する指導については、読書意欲を高

め、日常生活において読書活動を活発に行うようにするとともに、他の教科にお



ける読書の指導や学校図書館における指導との関連を考えて行うこと。学校図書

館の利用に際しては，本の題名や種類などに注目したり、索引を利用して検索を

したりするなどにより、必要な本や資料を選ぶことができるように指導すること。

なお、児童の読む図書については、人間形成のため幅広く、偏りがないように配

慮して選定すること。 

 

（中学校） 

第２ 各学年の目標及び内容 

 〔第２学年〕 

  ２ 内容 

   Ｃ 読むこと 

   （２）（１）に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導する

ものとする。 

ウ 新聞やインターネット、学校図書館等の施設などを活用して得た情報を比

較すること。 ＝新設＝ 

 

 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

  １．指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。  

（２）第２の各学年の内容の「Ａ話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」、「Ｃ読むこと」

及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕について相互に密接な関連を

図り、効果的に指導すること。その際、学校図書館などを計画的に利用しその機能

の活用を図るようにすること。また、生徒が情報機器を活用する機会を設けるなど

して、指導の効果を高めるよう工夫すること。 ＝新設＝ 

 

【社会】 

（小学校） 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

 １．指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

 

（３）学校図書館や公共図書館、コンピュータなどを活用して、資料の収集・活用・

整理などを行うようにすること。また、第４学年以降においては、教科用図書「地

図」を活用すること。 

 

【美術】 

（中学校） 

  第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

   ４．生徒が随時鑑賞に親しむことができるよう、校内の適切な場所に鑑賞作品など

を展示するとともに、生徒や学校の実態に応じて、学校図書館等における鑑賞用

図書、映像資料などの活用を図るものとする。 

 



 

【総合的な学習の時間】＝新設＝ 

（小学校）（中学校） 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

   ２．第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 

 

     学校図書館の活用、他の学校との連携、公民館、図書館、博物館等の社会教育

施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携、地域の教材や学習環境の積極的

な活用などの工夫を行うこと。 

 

【特別活動】 

（小学校） 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

   １．指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

 

  （１）特別活動の全体計画や各活動・学校行事の年間指導計画の作成に当たっては、

学校の創意工夫を生かすとともに、学級や学校の実態や児童の発達の段階などを

考慮し、児童による自主的、実践的な活動が助長されるようにすること。また、

各教科、道徳、外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図ると

ともに、家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の活用などを工夫すること。 

 

（中学校） 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

   １．指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

 

（１）特別活動の全体計画や各活動・学校行事の年間指導計画の作成に当たっては、

学校の創意工夫を生かすとともに、学校の実態や生徒の発達の段階などを考慮し、

生徒による自主的、実践的な活動が助長されるようにすること。また、各教科、

道徳及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図るとともに、家庭や地域の

人々との連携、社会教育施設等の活用などを工夫すること。 

 

 

 

（今後の予定） 

 ２１年４月  幼稚園教育要領全面実施 

        小・中学校及び特別支援学校において先行実施（移行措置）開始 

        （移行措置の内容の案は４月中を目途に公表する予定） 

 ２３年４月  小学校学習指導要領全面実施 

 ２４年４月  中学校学習指導要領全面実施 

 ２５年４月  高等学校学習指導要領全面実施 



 


